
第27回日本外傷学会日程表

第 １ 日目　 ５ 月23日（木）

 第 １ 会場（万寿・丹頂の間）

８ ：0５～
　開会の辞� 久留米大学医学部救急医学講座　坂本　照夫

８ ：１0～ ９ ：00
一般口演 １
病院前外傷診療（ １ ）

� 座長：手稲渓仁会病院救命救急センター　高橋　　功
O1-1.� 自殺関連行動に伴う外傷患者の病院前データに関する検討
� � 北里大学医学部中毒・心身総合救急医学　神應　知道
O1-2.� 松本広域ドクターカーの有効性の検討
� � 信州大学医学部附属病院高度救命救急センター　高山　浩史
O1-3.� ドクターヘリ導入後の外傷症例の変化
� � 徳島県立中央病院外科　大村　健史
O1-4.� ドクターヘリで対応した外傷症例の検討�〜浜松方式の現状，限界と新たな取り組み〜
� � 聖隷三方原病院救急科　加藤聡一郎
O1-5.� ドクターヘリを利用した出血性ショック外傷患者搬送における IABO の有効性
� � 前橋赤十字病院高度救命救急センター集中治療科救急科　藤塚　健次
O1-6.� 外傷救急事案事後検証システムの導入とその分析によりみられた救急搬送時間の短縮効果
� � 船橋市立医療センター　水嶋　知也

９ ：00～１１：00
シンポジウム １ 「病院前における外傷診療の限界」

� 司会：日本医科大学千葉北総病院救命救急センター　益子　邦洋
� 大阪府済生会千里病院千里救命救急センター　甲斐　達朗

SP1-1.� 東京都区中央部におけるドクターカーによる外傷診療の現状と課題
� � 日本医科大学付属病院高度救命救急センター　五十嵐　豊
SP1-2.� 外傷における病院前のあり方
� � 独立行政法人国立病院機構災害医療センター救命救急センター　小笠原智子
SP1-3.� 重症外傷救命率向上におけるドクターヘリの可能性
� � 公立豊岡病院但馬救命救急センター　岡　　和幸
SP1-4.� 体幹部大量出血に対する病院外救急医療の位置づけ
� � 日本医科大学千葉北総病院救命救急センター　益子　一樹
SP1-5.� 病院前外傷診療では気管挿管や急速輸液の適応は制限される
� � 兵庫県災害医療センター高度救命救急センター　松山　重成
SP1-6.� オーバートリアージを許容した病院前外傷診療が「防ぎ得た外傷死」を減らすか
� � 八戸市立市民病院救命救急センター　吉村　有矢



１１：00～１2：00
特別講演

� 司会：千葉大学名誉教授・久留米大学客員教授　平澤　博之
「日本医師会の直面する課題」
� 日本医師会長　横倉　義武

１2：0５～１3：0５
ランチョンセミナー １（共催：ケーシーアイ株式会社）

� 司会：医療法人沖縄徳洲会湘南鎌倉総合病院湘南外傷センター　土田　芳彦
「ディベート四肢外傷治療－整形外科医の立場から / 形成外科医の立場から」
� 産業医科大学病院整形外科　善家　雄吉
� 公益財団法人昭和会今給黎総合病院形成外科　髙木　信介

１3：１0～１3：４0
会員総会

１3：４0～１４：１0
会長講演

� 司会：日本医科大学大学院医学研究科救急医学分野　横田　裕行
「十二指腸・膵損傷の30年」
� 久留米大学医学部救急医学講座　坂本　照夫

１４：１0～１６：１0
シンポジウム 2 「外傷性ショック治療の進歩」

� 司会：大阪大学医学部附属病院高度救命救急センター　嶋津　岳士
東京医科歯科大学大学院救急災害医学分野　　　大友　康裕

SP2-1.� 外傷性ショックの早期認知〜冷汗の意義を再考する〜前向き観察研究を開始して
� � 岡山大学大学院医歯薬学総合研究科救急医学　湯本　哲也
SP2-2.� 傷病者搬入時における研修の重要性〜中京病院救急科の取り組み〜
� � 社会保険中京病院救急科　酒井　智彦
SP2-3.� TBSS の有用性：若年者 vs 高齢者
� � 前橋赤十字病院高度救命救急センター集中治療科・救急科　小倉　崇以
SP2-4.� 重症外傷症例における massive�transfusion 予測因子の検討
� � 福岡大学病院救命救急センター　梅村　武寛
SP2-5.� 救命可能な Fluid�Non-responder/IABO�Responder の認識と合併症対策
� � 済生会横浜市東部病院救命救急センター　折田　智彦
SP2-6.� 出血性ショックに対する血行動態モニタリングの可能性
� � 日本医科大学千葉北総病院救命救急センター　齋藤　伸行

１６：１0～１８：１0
シンポジウム 3 「外傷治療後の急性期リハビリテーション」

� 司会：和歌山県立医科大学リハビリテーション医学講座　田島　文博
小倉リハビリテーション病院　　　　　　　　　　梅津　祐一

SP3-1.� 治療後ではなく治療開始時からの急性期リハビリテーション
� � 東京都立墨東病院リハビリテーション科　佐々木信幸



SP3-2.� 重症脳外傷例における早期リハビリテーションの臨床的検討
� � 久留米大学病院リハビリテーション部　広田　桂介
SP3-3.� 当センター救命救急部門におけるリハビリテーションの役割
� � 大阪府立急性期・総合医療センター　久保　範明
SP3-4.� 頸髄損傷患者への急性期呼吸リハビリテーションは呼吸器合併症を減少させる
� � 大垣市民病院救命救急センター　山口　　均
SP3-5.� リハビリテーション機能を持たない高度救命救急センターにおける二次障害予防の試み
� � 大阪医科大学総合医学講座リハビリテーション医学教室　冨岡　正雄
SP3-6.� 重症外傷患者に対する total�support�team 活動によるリハビリテーションの成果
� � 北里大学病院リハビリテーションセンター部　宮崎　道輝
SP3-7.� 理学療法士及び看護師による積極的急性期リハビリテーションオーダーは有効か？
� � 広島大学病院高度救命救急センター・集中治療部　板井　純治

 第 2 会場（日月の間）
８ ：１0～ ９ ：４0

パネルディスカッション １ 「JPTEC，JATEC 導入１0年で外傷診療は変わったか？」
� 司会：岐阜大学大学院救急・災害医学分野　　　　　　　　　　　　　小倉　真治

横浜市立大学附属市民総合医療センター高度救命救急センター　森村　尚登
PD1-1.� JATEC の PS から学ぶ重症外傷の日常診療の変貌とその効果
� � 公立陶生病院救急診療部　市原　利彦
PD1-2.� Primary�survey での単純 X 線を省略した外傷初期診療プロトコール
� � 山梨県立中央病院救命救急センター　岩瀬　史明
PD1-3.� Non-responder の体幹部外傷症例に術前 CT は必要か？
� � 大阪府立泉州救命救急センター�中尾　彰太
PD1-4.� IVR-CT を設置した初療室の有用性
� � 大阪府立急性期・総合医療センター高度救命救急センター　吉川　吉曉
PD1-5.� 当院外傷症例における Whole�Body�CT 施行の現状
� � 山口大学医学部附属病院先進救急医療センター　金子　　唯
PD1-6.� 克服されつつある防ぎ得た外傷死と将来への展望�－日本外傷データバンクから
� � 東京医科歯科大学医学部救急災害医学分野　白石　　淳

９ ：４0～１0：４0
教育講演 １

� 司会：星ケ丘厚生年金病院院長　杉本　　壽
「外傷初期診療ガイドライン JATEC™ ：改訂 ４ 版で変更された点を中心に」

� 外傷初期診療ガイドライン改訂第 ４ 版編集委員長（市立堺病院）　横田順一朗

１0：４0～１１：00
ビデオフォーラム「各種外傷診療におけるビデオカンファランス」

� 座長：沖縄県立中部病院心臓血管外科　本竹　秀光
VF-1.� 右下肺静脈裂傷に左房損傷を合併した症例に対して行った開胸止血術
� � 和歌山県立医科大学医学部救急集中治療医学講座　岩崎　安博
VF-2.� 腹部銃創による腸管損傷の １ 例
� � 帝京大学医学部附属病院救命救急センター　中澤佳穂子



１４：00～１４：５0
一般口演 2
四肢外傷（ ４ ）

� 座長：兵庫県立西宮病院救命救急センター　鴻野　公伸
O2-1.� GustiloⅢB 下腿開放骨折に対する Fix�and�Flap の骨内固定術を段階的に施行した ２ 例
� � 札幌徳洲会病院整形外科外傷センター　辻　　英樹
O2-2.� 四肢再接合手術における静脈移植の有用性についての検討
� � 筑波メディカルセンター病院整形外科　市村　晴充
O2-3.� Fillet�flap により膝関節を温存できた下腿切断の治療経験�－ １ 例報告－
� � 福島県立医科大学　川上　亮一
O2-4.� 下肢切断において，近位部を骨接合し下肢長，膝機能を温存した ５ 症例の検討
� � 自治医科大学整形外科　伴　　光正
O2-5.� 本来上肢切断の適応だった上肢重度外傷 ３ 例の救肢経験
� � 久留米大学医学部形成外科・顎顔面外科　吉田　一暁
O2-6.� 下肢外傷にて切断となった ５ 例
� � 久留米大学病院高度救命救急センター　別府　俊介

１４：５0～１６：20
パネルディスカッション 2 「重度四肢外傷に対する治療選択」

� 司会：帝京大学医学部附属病院外傷センター　新藤　正輝
久留米大学医学部整形外科　　　　　　白濱　正博

PD2-1.� 当センターにおける重度四肢外傷に対する治療戦略〜患肢温存と切断術〜
� � 大阪府立急性期・総合医療センター高度救命救急センター救急診療科　久保　範明
PD2-2.� 重度四肢外傷における創外固定法の意義と適応
� � 獨協医科大学越谷病院救命救急センター整形外科　杉本　一郎
PD2-3.� 上肢重度外傷に対する軟部組織修復
� � 静岡理工科大学手外科微小外科領域先端医工学講座　五谷　寛之
PD2-4.� 当院における Gustilo�type�3B,�C を含む重度四肢外傷に対する治療戦略
� � 久留米大学医学部形成外科顎顔面外科　力丸　英明
PD2-5.� 重症四肢外傷に対するマイクロサージャリー修練の問題点
� � 札幌徳洲会病院整形外科外傷センター　土田　芳彦

１６：20～１7：４0
ワークショップ １ 「重症骨盤骨折と腹部外傷治療」

� 司会：明理会中央総合病院整形外科　大泉　　旭
東京医科大学救急医学講座　　金子　直之

WS1-1.� 骨盤・腹部合併損傷に対する当院での治療経験
� � 沖縄県立中部病院外科　加藤　　崇
WS1-2.� 腹部外傷を伴う重症骨盤骨折症例の治療方針に関する臨床的検討
� � 岐阜大学医学部高度救命救急センター　白井　邦博
WS1-3.� 腹腔内臓器損傷を合併した不安定型骨盤骨折の治療戦略
� � 日本医科大学千葉北総病院救命救急センター　飯田　浩章
WS1-4.� 重症骨盤骨折に腹部外傷を合併した症例の検討
� � 帝京大学医学部附属病院救急科　小山　知秀



WS1-5.� 当院における重症骨盤骨折と腹部外傷の合併症例に対する治療戦略の検討
� � 北里大学医学部救命救急医学　片岡　祐一
WS1-6.� 腹部外傷を合併する不安定型骨盤骨折症例に対する初期治療の検討
� � 大阪府済生会千里病院千里救命救急センター　一柳　裕司

１7：４0～１８：20
一般口演 3
病態生理

� 座長：山梨大学医学部救急集中治療医学講座　松田　兼一
O3-1.� 第一次爆傷による呼吸・循環動態の変動に対するグアネチヂンの影響
� � 大阪大学医学部附属病院高度救命救急センター　大西　光雄
O3-2.� “Dead�Triad”を目指したラット出血性ショックモデルの確立
� � 防衛医科大学校救急部　西　紘一郎
O3-3.� 外傷性ショックに対する血管内体温調節装置（THERMOGARD�XP®）の使用経験
� � 香川大学医学部附属病院救命救急センター　切詰　和孝
O3-4.� 重症外傷におけるプロカルシトニンの検討
� � 和歌山県立医科大学救急・集中治療医学講座　木田　真紀
O3-5.� 外傷患者に対する生体侵襲評価のための新たな biomarker の開発
� � 順天堂大学医学部附属浦安病院救急診療科　井上　貴昭

 第 3 会場（アテナ）
８ ：１0～ ９ ：１0

一般口演 ４
骨盤外傷（ １ ）

� 座長：社会医療法人三愛会大分三愛メディカルセンター　玉井　文洋
O4-1.� 血行動態が不安定な骨盤骨折に対する骨盤腔内パッキング－その質を問う－
� � 札幌徳洲会病院整形外科外傷センター　上田　泰久
O4-2.� 当院における骨盤，寛骨臼骨折の急性期治療成績
� � 札幌医科大学高度救命救急センター　平山　　傑
O4-3.� 当センターにおける重症骨盤骨折と腹部外傷治療の検討
� � 大阪府立中河内救命救急センター　加藤　　昇
O4-4.� 骨盤骨折に対する経動脈的塞栓術（TAE）合併症の検討
� � 東海大学医学部整形外科　鵜養　　拓
O4-5.� 高齢者の不安定型骨盤損傷では損傷が片側でも両側 TAE が予後を改善させる
� � 太田西ノ内病院救命救急センター　石田　時也
O4-6.� 骨盤輪骨折の初療時に経カテーテル的動脈塞栓術（TAE）は必須か？
� � 福山市民病院救命救急センター整形外科　小川　健一
O4-7.� 骨盤骨折に対する TAE の循環動態の改善効果
� � 久留米大学高度救命救急センター　松垣　　亨



９ ：１0～ ９ ：５0
一般口演 ５
骨盤外傷（ 2 ）

� 座長：荒尾市民病院救急科　松園　幸雅
O5-1.� 高齢者骨盤輪骨折症例の検討
� � 沖縄県立中部病院　池間　正英
O5-2.� 開放性骨盤骨折の治療経験
� � 岡山大学病院整形外科　井上　円加
O5-3.� 骨盤開放骨折治療経過中に両側殿筋壊死を生じた一例
� � 埼玉医大総合医療センター高度救命救急センター　松谷　　暁
O5-4.� 重症骨盤骨折後の骨盤周囲軟部組織感染による severe�sepsis 症例の検討
� � 北里大学医学部救命救急医学　片岡　祐一
O5-5.� 致死率の高い重度骨盤骨折治療後の合併症に対する創内持続陰圧洗浄療法の有用性
� � 久留米大学病院形成外科・顎顔面外科　守永　圭吾

９ ：５0～１0：５0
一般口演 ６
脊椎・脊髄外傷

� 座長：山口労災病院リハビリテーション科・整形外科　富永　俊克
O6-1.� 頸椎�distractive�flexion�損傷の治療における外傷性椎間板ヘルニアの影響
� � 兵庫医科大学医学部救急災害講座　楠山　一樹
O6-2.� 強直性脊椎骨増殖症に生じた脊椎・脊髄外傷に対する急性期診療の問題点
� � 兵庫県立加古川医療センター救命救急センター　安藤　光宣
O6-3.� 環椎後頭骨脱臼に下位脳神経障害を合併した一生存例
� � 公益財団法人筑波メディカルセンター救急診療科　松本　佑啓
O6-4.� 多彩な合併症を伴い治療に難渋した軸椎骨折の １ 救命例
� � 日本大学医学部整形外科学系整形外科学分野　海老原貴之
O6-5.� 高所転落により鈍的肝損傷に合併した頚椎 chance 骨折に脊椎固定を要した高齢者の １ 症例
� � 市立敦賀病院整形外科　朝田　尚宏
O6-6.� 頸髄損傷における気管挿管必要因子の検討
� � 山梨県立中央病院救命救急センター救急科　萩原　一樹
O6-7.� 頚椎脱臼完全麻痺に対する整復時期は予後に影響を及ぼす
� � 埼玉医科大学総合医療センター高度救命救急センター　井口　浩一

１2：0５～１3：0５
ランチョンセミナー 2（共催：株式会社カネカメディックス）

� 司会：久留米大学病院脳神経外科　森岡　基浩
「頭部外傷」
� 久留米大学病院脳神経外科　葊畑　　優
� 福岡県済生会福岡総合病院脳神経外科　宮城　知也



１４：00～１４：５0
一般口演 7
外傷診療体制（ １ ）

　� 座長：東海大学医学部外科学系救命救急医学　猪口　貞樹
O7-1.� 日本における外傷センターの要件－長崎大学病院外傷センターの １ 年 ３ ヶ月を振り返って－
� � 長崎大学病院外傷センター　宮本　俊之

　O7-2.� 日本における外傷センター要件－当センターにおける「重症外傷センター」の現状－
� � 大阪府立泉州救命救急センター重症外傷センター Acute�Care�Surgery センター　渡部　広明
O7-3.� 重症外傷搬送システムの構築〜愛知県の場合〜
� � 愛知医科大学病院高度救命救急センター　鉄　慎一郎
O7-4.� 救命センター内設置型外傷センターを目指そう！
� � 東京都立墨東病院救命救急センター　石井　桂輔
O7-5.� 日本に実現可能な外傷センターとは－香港，韓国の外傷センター視察を通して－
� � 運動器の10年・日本協会救急外傷センターの創設に関する委員会　黒住　健人
O7-6.� 整形外科外傷センターの現状と展望
� � 札幌徳州会病院整形外科外傷センター　土田　芳彦

１４：５0～１５：４0
一般口演 ８
外傷診療体制（ 2 ）

� 座長：国土舘大学大学院救急システム研究科　杉本　勝彦
O8-1.� 当院における外傷医療体制の現状と展望
� � 昭和大学藤が丘病院整形外科　安田　知弘
O8-2.� 当施設における外傷医療体制の現状と展望
� � 公立大学法人福島県立医科大学整形外科　畑下　　智
O8-3.� 当科における外傷診療体制の現状と課題・展望
� � 順天堂大学医学部附属浦安病院整形外科　二村謙太郎
O8-4.� 独立型救命救急センターにおける外傷医療体制の現状と展望
� � 兵庫県災害医療センター　上田　泰久
O8-5.� ショックを呈する外傷診療における院内体制“TRAUMA�CODE”構築の試み
� � 千葉大学大学院医学研究院救急集中治療医学　松村　洋輔
O8-6.� プレホスピタル情報による現場 RTS を用いた搬入前における多発外傷患者の緊急度の予測
� � 熊本赤十字病院救急科整形外科　岡野　博史

１５：４0～１６：20
一般口演 ９
病院前外傷診療（ 2 ）

� 座長：社会医療法人緑泉会米盛病院　 冨岡　譲二
O9-1.� 県防災ヘリ，県警ヘリによる当院救急搬送患者の検討
� � 市立砺波総合病院外科救急集中治療部　家接　健一
O9-2.� 宮崎大学救命救急センターにおける外傷に対する病院前診療の現状と問題点について
� � 宮崎大学医学部附属病院救命救急センター　落合　秀信
O9-3.� 外傷による病院外心停止症例の検討－ウツタイン大阪プロジェクトより－
� � 大阪府済生会千里病院千里救命救急センター　林　　靖之



O9-4.� 米国空軍 C-STARS�program：中東派遣予定の Medic に対する再教育プログラムに関する報告
� � 独立行政法人国立病院機構災害医療センター救命救急センター　霧生　信明
O9-5.� 東京消防庁救急相談センターにおける頭部外傷に関する相談の現状とプロトコールの検討
� � 東京都医師会救急委員会　石原　　哲

１６：20～１7：１0
一般口演１0
初療室初期診療

� 座長：八戸市立市民病院救命救急センター　今　　明秀
O10-1.� 当院一般外科に入院となった外傷症例の検討
� � 福岡市立病院機構福岡市民病院　奥山　稔朗
O10-2.� 当院へ搬送された外傷性ショック患者の検討
� � 山梨県立中央病院救命救急センター　宮崎　善史
O10-3.� 外傷ショック患者に対する気管挿管方法の検討
� � 国立病院機構水戸医療センター外科　阪本　太吾
O10-4.� 当センターにおける大動脈閉塞バルーン（IABO）の使用経験
� � 日本医科大学多摩永山病院救命救急センター　苛原　隆之
O10-5.� 当院での大動脈閉塞バルーン
� � 健和会大手町病院救急科　寺坂　勇亮
O10-6.� 両下肢の重症外傷による出血性ショック対しては大動脈遮断バルーンが有効である
� � 自治医科大学救急医学　新庄　貴文

 第 ４ 会場（フローラ）
８ ：１0～ ９ ：00

一般口演１１
四肢外傷（ １ ）

� 座長：埼玉医科大学国際医療センター救命救急科　根本　　学
O11-1.� 大腿骨骨幹部〜遠位部の骨折に対する Locking�plate による治療経験
� � 愛媛県立今治病院整形外科　井出　雄久
O11-2.� 大腿骨近位部骨折に対するロッキングプレート固定術の問題点
� � 帝京大学医学部整形外科　松井健太郎
O11-3.� 治療に難渋した大腿骨骨幹部開放骨折の １ 例
� � 北里大学医学部整形外科学　松浦　晃正
O11-4.� 踵骨開放骨折 ４ 例の治療経験
� � 岡山大学病院整形外科　山川　泰明
O11-5.� 脛骨 Pilon 骨折手術症例における軟部組織合併症についての検討
� � 山梨県立中央病院整形外科　岩瀬　弘明
O11-6.� 内固定後の深部感染・骨髄炎に対する創外プレート
� � 埼玉医科大学総合医療センター高度救命救急センター　西潟　一也



９ ：00～ ９ ：５0
一般口演１2
四肢外傷（ 2 ）

� 座長：日本医科大学千葉北総病院救命救急センター　原　　義明
O12-1.� 前外側大腿皮弁による手部軟部組織欠損の再建
� � 神戸市立医療センター中央市民病院整形外科　池口　良輔
O12-2.� 手部重度外傷における腹壁皮弁の有用性
� � 関西医科大学附属枚方病院形成外科　日原　正勝
O12-3.� 下肢デグロービング損傷に対する局所陰圧閉鎖療法に人工真皮を併用した １ 例
� � 岐阜県総合医療センター整形外科　神田　倫秀
O12-4.� 多発外傷を合併し，集学的治療により救命し得た広範囲 dragging�injury の １ 例
� � さいたま赤十字病院救命救急センター・救急医学科　早瀬　直樹
O12-5.� 山岳遭難による凍傷10例の治療経験－初期治療を中心に－
� � 高山赤十字病院救命救急センター　白子　隆志
O12-6.� 皮膚壊死，腱融解をきたした小児マムシ咬傷の １ 例
� � 国立病院機構南和歌山医療センター　佐々木貴英

９ ：５0～１0：５0
一般口演１3
四肢外傷（ 3 ）

� 座長：国立病院機構災害医療センター救命救急センター　小井土雄一
O13-1.� 出血性ショックを伴う再建不能な開放骨折に対するダメージコントロール手術
� � 岩手医科大学医学部救急医学講座　松本　尚也
O13-2.� 多発外傷に合併した上腕骨遠位部骨折（AO 分類 typeC）に対する創外固定の有用性
� � 兵庫県立西宮病院整形外科　北田　真平
O13-3.� 多発外傷を呈した開放骨折の治療方針の検討
� � 岐阜大学医学部附属病院高度救命救急センター　三宅　喬人
O13-4.� 上腕コンパートメント症候群の １ 例
� � 横浜市立大学附属市民総合医療センター高度救命救急センター　松本　匡洋
O13-5.� 下肢骨折における内固定を前提とした創外固定法
� � 北里大学メディカルセンター　内野　正隆
O13-6.� コンパートメント症候群を合併した下腿骨折の治療成績
� � 佐賀県医療センター好生館外傷センター　竹内　直英
O13-7.� 造影 CT にて血管外漏出像を認めた下肢コンパートメント症候群の ２ 例
� � 国立病院機構仙台医療センター救急部　加賀谷知己雄

１４：00～１５：00
一般口演１４
輸血・輸液・凝固障害

� 座長：岩手医科大学医学部救急医学講座　遠藤　重厚
O14-1.� ラット鈍的外傷モデルにおける外傷直後の凝固障害と凝固活性化因子
� � 北海道大学大学院医学研究科侵襲制御医学講座�救急医学分野　早川　峰司
O14-2.� 外傷急性期における線溶系反応と血小板数の推移は年齢と関係する
� � 東北大学病院救急科高度救命救急センター　工藤　大介



O14-3.� 外傷性大量出血患者における初期 fibrinogen 値と予後の関係
� � 埼玉医科大学総合医療センター高度救命救急センター　福島　憲治
O14-4.� 脳挫傷体積と FDP�D-dimer の関係－線溶系亢進に関与する因子について－
� � 大阪府泉州救命救急センター救命救急科　萩原　　靖
O14-5.� 鈍的外傷における大量輸血の予測因子の検討
� � 国立病院機構災害医療センター救急救命科　高田　浩明
O14-6.� 重症外傷における新鮮凍結血漿と濃厚血小板投与の早期死亡に対する影響の検討
� � 東京都立墨東病院救命センター　杉山　和宏
O14-7.� 重症鈍的外傷における活性型第Ⅶ因子（rFⅦa）製剤使用に関する検討
� � 日本医科大学千葉北総病院救命センター　平林　篤志

１５：00～１５：５0
一般口演１５
高齢者外傷

� 座長：医療法人伯鳳会白髭橋病院名誉院長　石原　　哲
O15-1.� 入院加療を要した高齢外傷患者の特徴に関する検討
� � 兵庫県立西宮病院救命救急センター　毛利　智好
O15-2.� 高齢者重症外傷における出血部位の検討
� � 高知医療センター　大森　貴夫
O15-3.� 高齢者重症外傷患者の特徴－非高齢者と比較して
� � 諏訪赤十字病院救命救急センター　矢澤　和虎
O15-4.� 当センターにおける高齢者外傷の検討
� � 日本医科大学高度救命救急センター四肢・骨盤外傷部門　塚本　剛志
O15-5.� 当院救命救急センターに入院した高齢者外傷症例の検討
� � 藤沢市民病院救命救急センター　赤坂　　理
O15-6.� 病院内の防ぎえる外傷　転倒・転落についての考察
� � 松戸市立病院集中治療管理センター　森本　文雄

１５：５0～１６：４0
一般口演１６
小児外傷

� 座長：久留米大学医学部救急医学講座　疋田　茂樹
O16-1.� 外傷により下垂体機能障害をきたした小児の １ 例
� � 群馬大学臓器病態救急学　青木　　誠
O16-2.� 小児多発外傷において出血性ショックと神経原性ショックの鑑別に難渋した一例
� � 亀田総合病院　横尾　由紀
O16-3.� 軽微な外傷で，重症肝損傷に対して TAE を施行して救命した小児の １ 例
� � 神戸市立医療センター中央市民病院救命救急センター　森　　勇人
O16-4.� 当救命救急センターにおける小児外傷例の検討
� � 大阪市立総合医療センター救命救急センター　福家　顕宏
O16-5.� 当院で経験した小児頭部外傷例 ４ 年間の後ろ向き調査
� � 津山中央病院救命救急センター　大谷　晋吉
O16-6.� 小児外傷性膵損傷Ⅲb 型に対する我々の治療戦略
� � 久留米大学医学部外科学講座小児外科部門　小島伸一郎



１６：４0～１7：30
一般口演１7
顔面・頸部外傷

� 座長：宮崎大学医学部病態解析医学講座救急災害医学分野・救命救急センター　落合　秀信
O17-1.� 遅発性顔面神経麻痺を合併した側頭骨骨折の一例
� � 飯塚病院救急部　島谷　竜俊
O17-2.� 重症多発外傷に合併した両側頭蓋外内頸動脈解離の １ 例
� � 筑波メディカルセンター病院救急診療科　前田　道宏
O17-3.� 頚部外傷後，右総頚動脈解離から右中大脳動脈領域に梗塞を生じた １ 例
� � 亀田総合病院救命救急科　北井　勇也
O17-4.� 外傷性舌骨骨折の １ 例
� � 大崎市民病院外科　小野寺　亮
O17-5.� 空手の突きで受傷した喉頭血腫の １ 例
� � 順天堂大学医学部附属練馬病院救急・集中治療科　野村　智久
O17-6.� ヘリ出動し現場での外科的気道確保によって救命し得た重症顔面外傷の一例
� � 広島大学病院高度救命救急センター・集中治療部　小林　靖孟

１7：30～１８：20
一般口演１８
外傷医育成

� 座長：大阪府立泉州救命救急センター Acute�Care�Surgery センター　渡部　広明
O18-1.� 当院とコンケン病院（タイ）との外傷症例の比較
� � 国立病院機構熊本医療センター外科系総合コース　山口　　充
O18-2.� 重症外傷患者治療における機能外科の役割
� � 総合大雄会病院整形外科　日下部賢治
O18-3.� 地方中核病院における外傷診療・外傷外科医育成の取り組み
� � 兵庫県立淡路医療センター外科　坂平　英樹
O18-4.� �Human�Soft�Cadavers を用いた外傷ワークショップに参加して
� � 佐賀大学医学部救急医学講座　小網　博之
O18-5.� 外傷外科医のための血管外科手術手技習得の必要性と血管外科手術手技講習会の開催
� � 公立豊岡病院但馬救命救急センター　永嶋　　太
O18-6.� 新鮮凍結遺体を用いた緊急処置手技教育
� � 千葉大学大学院医学研究院救急集中治療医学　安部　隆三

 第 ５ 会場（ポスター会場：曄の間 / 薫の間）
１４：00～１４：５0

ポスター １
IVR

� 座長：久留米大学医学部放射線医学　小金丸雅道
P1-1.� 気管支動脈，肋間動脈損傷からの出血性ショックに対し，TAE を施行し救命し得た一例
� � 亀田総合病院救命救急科　蜂谷　聡明
P1-2.� TAE で止血し得た外傷性肝血管腫破裂の １ 救命例
� � 和歌山県立医科大学救急集中治療医学講座　柴田　尚明



P1-3.� 中心静脈カテーテル挿入時の右心横隔膜動脈損傷に TAE を行い救命し得た １ 例
� � 東海大学医学部外科学系救命救急医学　平良　隆行
P1-4.� 腹部実質臓器以外の鋭的外傷に対し TAE を施行した ２ 例
� � 済生会福岡総合病院救急救命センター　前谷　和秀
P1-5.� 緊急手術と術中 IVR による治療戦略が有効であった重症腹部外傷の １ 例
� � 北里大学医学部救命救急医学　花島　　資
P1-6.� 骨盤骨折に対する IVR の適応
� � 東京医科歯科大学医学部附属病院救命救急センター　小島　光暁

１４：５0～１５：４0
ポスター 2
腹部外傷

� 座長：藤田保健衛生大学救命救急医学講座　平川　昭彦
P2-1.� 当院救命救急センターの鈍的副腎損傷症例に対する文献的考察を踏まえた臨床像の検討
� � 横浜市立大学附属市民総合医療センター高度救命救急センター　土井　智喜
P2-2.� 腹腔内臓器損傷を伴った骨盤骨折症例の検討
� � 近畿大学医学部附属病院救命救急センター　濱口　満英
P2-3.� 鉄パイプによる腹部鈍的外傷で横行結腸損傷と左総腸骨動脈損傷をきたした １ 例
� � 済生会千里病院千里救命救急センター　玉石　順彦
P2-4.� 大網損傷の １ 例
� � 横浜市立みなと赤十字病院救急部　伊藤　敏孝
P2-5.� 手術修復を必要としなかった鈍的外力による胃損傷の一例
� � 山梨県立中央病院救命救急センター　松本　　学
P2-6.� 主膵管損傷を合併し，内固定時期が大幅に遅れた寛骨臼後壁骨折の １ 例
� � 新潟大学医歯学総合病院高次救命災害治療センター　普久原朝海

１５：４0～１６：20
ポスター 3
頭部外傷

� 座長：東京慈恵医科大学救急医学講座　卯津羅雅彦
P3-1.� 重傷前頭蓋底骨折の動向と治療方針
� � 関西医科大学附属滝井病院脳神経外科救命救急センター　岩瀬　正顕
P3-2.� 要介護を必要とする急性硬膜下出血例の検討
� � 順天堂大学医学部救急・災害科　柳川　洋一
P3-3.� 外傷性海綿静脈洞損傷による大量出血に対し rⅦa 因子が奏功した一例
� � 亀田総合病院　清水　翔志
P3-4.� 運動部の活動中に発生した外傷性頭蓋内出血の ２ 例
� � 産業医科大学救急部　高間　辰雄
P3-5.� 頭部外傷に伴う神経原性肺水腫の増悪で救命し得なかった一例
� � 会津中央病院救命救急センター　藤木　　悠



１６：20～１7：00
ポスター ４
頭・頸部外傷

� 座長：岩手医科大学救急医学講座　山田　裕彦
P4-1.� 意識改善を認めたにもかかわらず急激に悪化した頭部外傷死亡例の検討
� � 独立行政法人国立病院機構大阪医療センター救命救急センター��田中　太助
P4-2.� 高所墜落による重症頭部外傷から救命できた学生の ２ 症例の検討
� � 熊本大学医学部付属病院集中治療部　蒲原　英伸
P4-3.� 二期的な選択的塞栓術が奏功した外傷性内頚動脈海綿静脈洞瘻の一例
� � 日本医科大学付属病院高度救命救急センター　橋詰　哲広
P4-4.� 急激な意識障害の進行，瞳孔不同を呈し非典型的経過を辿った小児脳震盪の １ 例
� � 社会保険中京病院救急科　小島　宏貴
P4-5.� 当科における穿通性頸胸腹部外傷手術症例の検討
� � 自治医科大学救急医学　富永経一郎

１7：00～１7：５0
ポスター ５
胸部・横隔膜

� 座長：小田原市立病院呼吸器外科　西海　　昇
P5-1.� 胸部外傷患者への非侵襲的陽圧換気（NPPV）導入例
� � 大分市医師会立アルメイダ病院救急科　稲垣　伸洋
P5-2.� 多発肋骨骨折・胸壁出血に対し肋骨切除と Dual�Mesh（TM）による胸壁再建を施行した一例
� � 済生会横浜市東部病院救命救急センター　小林　陽介
P5-3.� 多発肋骨骨折後の遅発性血気胸において MDCT の三次元画像が診断に有効とおもわれた １ 例
� � 日本医科大学高度救命救急センター　宮内　雅人
P5-4.� 遅発性外傷性横隔膜ヘルニアが原因でイレウス症状をきたした １ 例
� � 鳥取赤十字病院外科　尾崎　佳三
P5-5.� 外傷性横隔膜ヘルニアに遅発性に嵌頓した胃が穿孔し膿胸となった一症例
� � 東海大学医学部外科学系救命救急医学　若井慎二郎
P5-6.� 左臀部から右横隔膜下に至る体幹部杙創の １ 例
� � 東北大学病院高度救命救急センター　藤田　基生

１7：５0～１８：30
ポスター ６
四肢外傷

� 座長：東京医科大学救急医学講座　織田　　順
P6-1.� 手術を行った下肢骨折患者の入院期間の検討
� � JA とりで総合医療センター整形外科　青山　広道
P6-2.� 四肢開放骨折の手術時期の検討
� � 東京大学大学院医学系研究科救急医学　福田　龍将
P6-3.� 交通外傷における四肢長管骨骨折の傾向
� � 東海大学医学部外科学系整形外科　中島　大輔
P6-4.� 鈍的外傷によって大腿動静脈完全離断をきたした一例
� � 奈良県立奈良病院救命救急センター　伊藤　真吾
P6-5.� 医原性外腸骨動脈損傷に対して血管内治療併用にて安全に血管修復が可能であった １ 例
� � 東京歯科大学市川総合病院血管外科　庄司　高裕



第 2 日目　 ５ 月2４日（金）

 第 １ 会場（万寿・丹頂の間）
８ ：00～ ９ ：30

ワークショップ 2 「JETEC の方向性について」
� 司会：順天堂大学医学部附属浦安病院救急診療科　　　　　　　　　　田中　　裕

独立行政法人国立国際医療研究センター病院救命救急センター　木村　昭夫
特別発言

� 市立堺病院　横田順一朗
WS2-1.� JETEC 開発の経緯と概要について
� � 順天堂大学医学部附属浦安病院救急診療科　田中　　裕
WS2-2.� 戦略理論とトータルマネージメント
� � 大阪府立泉州救命救急センター　松岡　哲也
WS2-3.� 蘇生に必要な戦略
� � 大阪府立泉州救命救急センター　渡部　広明
WS2-4.� 解剖学的修復戦略（多発外傷治療戦略）
� � 帝京大学医学部附属病院救命救急センター　藤田　　尚
WS2-5.� 画像診断からの治療戦略
� � 済生会横浜市東部病院救命救急センター　船曵　知弘
WS2-6.� 外傷周術期戦略
� � 日本医科大学千葉北総病院救命救急センター　斉藤　伸行
WS2-7.� 外傷診療におけるチームワーク
� � 大阪市立大学医学部生体管理医学　溝端　康光
WS2-8.� 外傷専門医制度からみた JETEC のありかた
� � 帝京大学医学部附属病院外傷センター　新藤　正輝

９ ：30～１１：00
ワークショップ 3 「わが国における外傷センターの要件とは？」

� 司会：帝京大学医学部救急医学　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藤田　　尚
地方独立行政法人りんくう総合医療センター大阪府泉州救命救急センター　松岡　哲也

WS3-1.� 人口密集地でのプレホスピタルの現状と外傷センター設立による期待
� � 近畿大学医学部救急医学　森田　正則
WS3-2.� 人口200万人の医療圏に １ つの外傷センター　胸腹部外傷手術症例数の視点から
� � 自治医科大学救急医学　伊澤　祥光
WS3-3.� レベル １ 外傷センターのあり方
� � 埼玉医科大学総合医療センター高度救命救急センター　井口　浩一
WS3-4.� ER 型救命救急センターにおける外傷センターの用件とは
� � 飯塚病院救急部　中塚　昭男
WS3-5.� 外傷センター制度化への要件と外傷専門医の役割
� � 筑波メディカルセンター病院救命救急センター　河野　元嗣
WS3-6.� 重症体幹部外傷の診療成績からみた外傷センターの要件
� � 日本医科大学千葉北総病院救命救急センター　松本　　尚



１１：00～１2：00
教育講演 2

� 司会：市立堺病院副院長　横田順一朗
「創傷治癒理論とそれに基づいた最新の治療法」

� 久留米大学医学部形成外科・顎顔面外科　清川　兼輔

１2：0５～１3：0５
ランチョンセミナー 3（共催：スミス・アンド・ネフュー ウンド マネジメント株式会社）

� 司会：医療法人沖縄徳洲会湘南鎌倉総合病院湘南外傷センター　土田　芳彦
「四肢外傷の治療戦略～ NPWT とバーサジェットの使用経験から～」

� 長崎大学病院救命救急センター外傷センター　宮本　俊之

１3：１0～１４：５0
シンポジウム ４ 「外傷診療における IVR vs Surgical Repair」

� 司会：大阪市立大学医学部附属病院救命救急センター　溝端　康光
日本医科大学千葉北総病院救命救急センター　　松本　　尚

SP4-1.� 肝損傷および脾損傷に対する治療法の検討－手術�or�IVR －
� � 岩手県立久慈病院救命救急センター　皆川　幸洋
SP4-2.� IVR と Open�Surgery を併用した外傷治療戦略
� � 東京医科大学病院救命救急センター　本間　　宙
SP4-3.� 当施設における外傷治療戦略と成績－手術および IVR 症例の検討と今後の展開
� � 日本医科大学付属病院高度救命救急センター　金　　史英
SP4-4.� Aggressive�Non�Operative�Management（ANOM）�vs�Damage�Control�Surgery（DCS）
� � 前橋赤十字病院高度救命救急センター集中治療科・救急科　小倉　崇以
SP4-5.� 鈍的胸部大動脈損傷に対するステントグラフト内挿術の成績
� � 久留米大学医学部外科　鬼塚　誠二

１４：５0～１６：30
シンポジウム ５ 「IVR による外傷診療戦略」

� 司会：聖マリアンナ医科大学放射線医学講座　中島　康雄
那須赤十字病院放射線科　　　　　　　水沼　仁孝

SP5-1.� 当院における外傷性出血に対する緊急 IVR の治療成績
� � 久留米大学医学部放射線科　岩本　良二
SP5-2.� 脾・肝損傷，骨盤骨折の急性期の治療では，IVR は手術よりも有用性が高い
� � 自治医科大学放射線医学　中村　仁康
SP5-3.� Fast�and�Fabulous�!；外傷診療に求められる時間を意識した IVR のありかた
� � 独立行政法人国立病院機構災害医療センター　森本　公平
SP5-4.� 鈍的頭頸部血管損傷に対する IVR
� � 大阪大学医学部附属病院高度救命救急センター　吉矢　和久
SP5-5.� 鈍的大動脈損傷に対する急性期 IVR 治療
� � 神戸大学医学部附属病院放射線科・血管内治療センター　井戸口孝二



 第 2 会場（日月の間）
８ ：00～ ９ ：30

パネルディスカッション 3 「髄液漏を伴う前頭蓋底骨折への対処法」
� 司会：長崎大学病院救命救急センター　　　　　田﨑　　修

久留米大学医学部形成外科・顎顔面外科　清川　兼輔
PD3-1.� 大腿筋膜を用いた前頭蓋底骨折の再建術
� � 日本医科大学多摩永山病院　桑本健太郎
PD3-2.� 外傷性髄膜液漏の治療方針の検討－自験例21例の治療成績－
� � 奈良県立医科大学附属病院高度救命救急センター　古家一洋平
PD3-3.� 前頭蓋底骨折による髄液鼻漏に対する治療戦略
� � 手稲渓仁会病院救命救急センター　清水　隆文
PD3-4.� 髄液漏を伴う前頭蓋底骨折に対する治療方針と手術選択
� � 慶應義塾大学救急医学　並木　　淳
PD3-5.� 前頭蓋底骨折手術例における形成外科の役割
� � 沖縄県立中部病院形成外科　今泉　　督
PD3-6.� 髄液漏を伴う外傷性前頭蓋底骨折への対処法（安全で確実な手術を行うために）
� � 久留米大学医学部形成外科・顎顔面外科学講座　高橋　長弘

９ ：30～１0：５0
ワークショップ ４ 「頭部外傷を合併した多発外傷の治療戦略」

� 司会：帝京大学医学部救急医学講座　　　　　　　　坂本　哲也
日本医科大学大学院医学研究科救急医学分野　横田　裕行

WS4-1.� 頭部外傷データバンク［プロジェクト2009］からみた多発外傷治療の現状
� � 帝京大学医学部救急医学講座　大貫　隆広
WS4-2.� 重症頭部外傷を伴った多発外傷の初期診療－ドクターヘリの有用性について－
� � 久留米大学病院高度救命救急センター　越後　　整
WS4-3.� 受傷直後より重症頭部外傷を呈した多発外傷例の初期治療・専門外の治療を知る重要性
� � 日本医科大学多摩永山病院救命救急センター　諸江　雄太
WS4-4.� 多発外傷に合併した局所脳損傷に対する穿頭術の活用について
� � 会津中央病院救命救急センター　高山　泰広
WS4-5.� 多発外傷を合併した頭部外傷における頭蓋内圧モニタリングの有用性に関する検討
� � 大阪大学高度救命救急センター　早川　航一
WS4-6.� 重症頭部外傷を伴った多発外傷例における ICP コントロール
� � 済生会滋賀県病院救命救急センター救急科　塩見　直人

１0：５0～１１：５0
フォーラム「外傷専門医の育成」

� 司会：古川橋病院　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長谷部正晴
社会医療法人雪の聖母会聖マリア病院外傷センター　荒木　恒敏

FR-1.� 外傷専門医に必要な外傷性脳損傷に対する診療スキルについて－脳外科医の立場より－
� � 会津中央病院救命救急センター　高山　泰広
FR-2.� 外傷専門医となるために〜自らの経験をふまえて〜
� � 筑波メディカルセンター病院救急診療科　新井　晶子



FR-3.� 北米および南アフリカでの外傷外科トレーニングの実際と，日本における展望
� � 帝京大学病院救命救急センター　角山泰一朗
FR-4.� 外傷専門医だけでは重症外傷は救命できない
� � 東京医科歯科大学医学部附属病院救命救急センター　村田　希吉

１3：１0～１４：１0
ワークショップ ５ 「臓器損傷分類200８の問題点－実際の症例をもとに」

� 司会：済生会横浜市東部病院救命救急センター　北野　光秀
特別発言

� 関西医科大学附属滝井病院救命救急センター　中谷　壽男
WS5-1.� 画像診断を加えた臓器損傷分類，肝損傷に対する検討
� � 聖マリアンナ医科大学放射線科　中島　康雄
WS5-2.� 脾損傷：外傷学会分類2008の問題点
� � 済生会横浜市東部病院救命救急センター　豊田幸樹年
WS5-3.� 腎損傷分類2008について考える
� � 慶應義塾大学医学部泌尿器科学教室　矢澤　　聰
WS5-4.� �日本外傷学会臓器損傷分類2008－大血管損傷分類について
� � 東京医科大学救急医学講座　金子　直之
WS5-5.� 日本外傷学会臓器損傷分類2008の問題点－骨盤損傷
� � 明理会中央総合病院整形外科　大泉　　旭

１４：１0～１５：30
パネルディスカッション ４ 「基礎病態に基づく外傷診療」

� 司会：東北大学大学院医学系研究科外科病態学講座救急医学分野　久志本成樹
千葉大学大学院医学研究院救急集中治療医学　　　　　　　織田　成人

PD4-1.� 高齢外傷症例における抗血栓薬
� � 神戸市立医療センター中央市民病院救命救急センター　渥美　生弘
PD4-2.� 高齢者外傷患者における既往症の転帰へ与える影響
� � 日本医科大学千葉北総病院救命救急センター　齋藤　伸行
PD4-3.� 外傷患者におけるショックの指標として，脈拍数は有用か？
� � 大阪府立泉州救命救急センター　水島　靖明
PD4-4.� クラッシュ症候群における病態解明と新たな治療戦略
� � 大阪大学医学部附属病院高度救命救急センター　中川淳一郎
PD4-5.� Proteqt�（Prophylaxis�of�Tetanus�by�Quick�Test）�study　中間報告
� � （独）国立国際医療研究センター病院救急科　佐々木　亮

 第 3 会場（アテナ）
８ ：00～ ８ ：４0

一般口演１９
胸部外傷（心・血管）

� 座長：久留米大学医学部外科　明石　英俊
O19-1.� 家庭内暴力による外傷性心損傷・心タンポナーデからショックをきたした一例
� � 神戸市立医療センター中央市民病院救命救急センター　畑　　菜摘



O19-2.� 血気胸を伴う外傷性多発肋骨骨折により穿通性心損傷をきたした一例
� � 製鉄記念広畑病院外科　藤田百合子
O19-3.� 救命した来院時 CPA の穿通性心臓外傷の １ 例
� � 名古屋掖済会病院心臓血管外科　内田　　亘
O19-4.� 鈍的外傷による弓部大動脈損傷に対してステントグラフト内挿術を施行した一例
� � 諏訪赤十字病院救命救急センター　梅村　　穣
O19-5.� 胸部大動脈損傷を合併した多発外傷に集約的治療にて救命し得た １ 例
� � 藤田保健衛生大学救命救急医学講座　平川　昭彦

８ ：４0～ ９ ：４0
一般口演20
胸部外傷（呼吸器）

� 座長：聖マリアンナ医科大学救急医学　平　　泰彦
O20-1.� 高齢者の転倒による胸部外傷症例の検討
� � 北九州市立八幡病院救命救急センター外科　山吉　隆友
O20-2.� 多発肋骨骨折に対して金属プレートを使用して肋骨固定術を施行した ６ 例
� � 会津中央病院救命救急センター　山村　英治
O20-3.� �CT を使用しない occult�pneumothax の検出方法
� � 済生会横浜市東部病院救命救急センター　松本　松圭
O20-4.� 受傷後緩徐に増大し，外科的切除を要した多発性肺嚢胞の一例
� � 労働者健康福祉機構横浜労災病院呼吸器外科　高橋　　航
O20-5.� 外傷性肺損傷の胸部 CT 所見と気道出血に関する検討
� � 奈良県立医科大学高度救命救急センター　川井　廉之
O20-6.� 肺挫傷に伴う大量気道出血に対する治療戦略の検討
� � 大阪府立急性期・総合医療センター救急診療科　川田　真大
O20-7.� 重症胸部外傷による呼吸不全に対し体外式肺補助（ECMO）管理した １ 症例
� � 兵庫医科大学救急・災害医学講座　山田　太平

９ ：４0～１0：20
一般口演2１
画像診断

� 座長：済生会神奈川県病院　吉井　　宏
O21-1.� プライマリーサーベイでの単純レントゲンを省略するプロトコール
� � 山梨県立中央病院救命救急センター　岩瀬　史明
O21-2.� 鈍的胸部外傷における最初の胸部レントゲン写真の有用性
� � 小田原市立病院呼吸器外科　西海　　昇
O21-3.� 肺挫傷における CT スコアの有用性の検討�
� � 産業医科大学医学部救急医学　城戸　貴志
O21-4.� 造影 CT での術前診断が困難であった横隔膜損傷の ２ 例
� � 太田西ノ内病院救命救急センター　橋本　克彦
O21-5.� 外傷患者における頸椎 CT・MRI 撮影の clinical�decision�rule�（CDR）の開発と検証
� � （独）国立国際医療研究センター病院救急科　稲垣　剛志



１0：20～１１：１0
一般口演22
IVR 

� 座長：済生会横浜市東部病院救命救急センター　船曳　知弘
O22-1.� 当院で血管造影検査を施行した外傷症例の検討
� � 会津中央病院救命救急センター　山村　英治
O22-2.� 地方救急病院における外傷患者に対する緊急 IVR の検討
� � 巨樹の会新武雄病院総合救急診療科　堺　　正仁
O22-3.� 鈍的頭頸部血管損傷に対する血管内治療の有効性
� � 三重大学医学部附属病院救命救急センター　山本　章貴
O22-4.� 外傷 IVR における CT 情報を生かした仮想透視画像（Virtual�Fluoroscopic�Image）の有用性
� � 国立病院機構災害医療センター放射線科　一ノ瀬嘉明
O22-5.� 外傷 IVR における NBCA 塞栓術の初期経験について
� � 自治医科大学放射線医学講座　中村　仁康
O22-6.� 生体ブタを用いた IVR 修練の試み
� � 自治医科大学放射線医学講座　中村　仁康

１１：１0～１１：４0
一般口演23
研修医セッション

� 座長：君津中央病院救命救急センター　北村　伸哉
O23-1.� 鈍的外傷を契機に発症した後咽頭間隙血腫に対し，外科的気道確保を行ない救命した一症例
� � 平塚市民病院初期臨床研修医　渡辺　大樹
O23-2.� 薬物治療なしに自然軽快した鈍的心損傷による心房細動の一例
� � 北里大学病院　柿崎　良太
O23-3.� 植木バサミによって椎骨動脈瘤をきたした １ 例
� � 大阪大学医学部付属病院高度救命救急センター　清水　　隆
O23-4.� 緊張性気胸に対する第 ５ 肋間胸腔穿刺の有用性，安全性の検討
� � 市立函館病院救命救急センター　成田　憲紀

１2：0５～１3：0５　
ランチョンセミナー ４（共催：旭化成ファーマ株式会社）

� 司会：東京医科大学救急医学講座　行岡　哲男
「血液凝固線溶系の変動と免疫応答からみた外傷後の生体反応の特性」
� 防衛医科大学校防衛医学研究センター外傷研究部門　小野　　聡

１3：１0～１3：５0
一般口演2４
外傷登録・疫学

� 座長：防衛医科大学校防衛医学研究センター外傷研究部門　齋藤　大蔵
O24-1.� �ER 型救命センターを自力受診し，入院を要した外傷症例の検討
� � 神戸市立医療センター中央市民病院救命救急センター　蛯名　正智
O24-2�.� JTDB2007-2011にみた労働災害の検討
� � 昭和大学医学部救急医学講座　田中　啓司



O24-3.� 当院における PTD 発生率の推移と要因に関する検討
� � 埼玉医科大学国際医療センター救命救急科　根本　　学
O24-4.� 頭部外傷データバンク［プロジェクト2009］のデータを用いた頭部外傷分類の検討
� � 帝京大学医学部救急医学講座　大貫　隆広
O24-5.� 防衛医科大学校外傷研究部門における研究紹介
� � 防衛医科大学校防衛医学研究センター外傷研究部門，　　　　　　�
� 防衛医科大学校病院救急部・病院長補佐（救急担当）　齋藤　大蔵

１3：５0～１４：４0
一般口演2５
外傷統計・脳死

� 座長：熊本大学生命科学研究部侵襲制御医学　木下　順弘
O25-1.� 格闘技イベントのリング Dr の現状と問題点
� � さいたま赤十字病院救命救急センター救急医学科　清水　敬樹
O25-2.� 都市部の救命救急センターにおける自損や飲酒による外傷患者の検討
� � 帝京大学医学部救急医学講座　石川　秀樹
O25-3.� 妊娠25週で多発外傷から臨床的に脳死となった １ 例
� � 熊本大学侵襲制御医学　木下　順弘
O25-4.� 当院で死後 CT を行った外傷性来院時心停止例の検討
� � 公立甲賀病院放射線科　濱中　訓生
O25-5.� 司法解剖所見を活用した交通事故死亡症例の診断と死因の正確度についての検討
� � 日本医科大学千葉北総病院救命救急センター　本村　友一
O25-6.� 外傷による脳死患者における脳死下臓器提供の課題
� � 神戸市立医療センター中央市民病院救命救急センター　井上　　彰

１４：４0～１５：30
一般口演2６
頭部外傷

� 座長：奈良県立医科大学救急医学講座　奥地　一夫
O26-1.� 軽症・中等症頭部外傷における“talk�and�deteriorate”�症例の検討
� � 山口大学医学部脳神経外科　末廣　栄一
O26-2.� �Walk�in 急性硬膜下血腫症例の検討
� � 飯塚病院救急部　山田　哲久
O26-3.� 側頭骨骨折39例の検討
� � 手稲渓仁会病院救命救急センター　武田慧太郎
O26-4.� 頭部外傷急性期における穿頭術と開頭術の選択について
� � 会津中央病院　高山　泰広
O26-5.� びまん性脳損傷患者の意識回復
� � 山梨県立中央病院救命救急センター　松本　　学
O26-6.� 重症頭部外傷の予後予測式の検証－多施設前向き研究－
� � 長崎大学病院救命救急センター　平尾　朋仁



 第 ４ 会場（フローラ）
８ ：00～ ９ ：00

一般口演27
腹部外傷（脾）

� 座長：福岡大学筑紫病院放射線科　東原　秀行
O27-1.� 当施設における脾損傷症例の臨床的検討
� � 岐阜大学医学部高度救命救急センター　田中　義人
O27-2.� 外傷性脾損傷に対する IVR の有用性
� � 北里大学医学部救命救急医学　山谷　立大
O27-3.� 当院の外傷性脾損傷に対する TAE
� � 済生会横浜市東部病院救命救急センター　豊田幸樹年
O27-4.� 巨大な遅発性外傷性脾血腫に対して，TAE 後に腹腔鏡補助下脾摘出を施行した １ 例
� � 東大和病院消化器科・外科　竹本　安宏
O27-5.� 外傷性脾仮性動脈瘤に対して経過観察中に瘤の形態変化を認めた一例
� � 北九州総合病院外科　村山　良太
O27-6.� 初診時経過観察した脾損傷仮性動脈瘤の転機
� � 聖マリアンナ医科大学放射線医学講座　昆　　祐理
O27-7.� 血行動態の安定した ３ 型脾損傷に対する治療戦略の検討
� � さいたま赤十字病院救命救急センター・救急医学科　佐藤　啓太

９ ：00～ ９ ：５0
一般口演2８
腹部外傷（胆・膵）

� 座長：独立行政法人国立病院機構兵庫青野原病院　栗栖　　茂
O28-1.� 外傷性胆嚢損傷の一例�
� � 岐阜大学医学部附属病院高度救命救急センター　福田　哲也
O28-2.� 外傷性胆嚢損傷の １ 例
� � 和歌山県立医科大学医学部救急集中治療学医学講座　國立　晃成
O28-3.� 自験 ２ 例から考える鈍的膵損傷に対する ERP：非重症例にこそ有用である可能性がある
� � 東北大学病院高度救命救急センター　佐藤　武揚
O28-4.� �CT で主膵管損傷が疑われた ３ 型膵損傷に対して保存的加療にて軽快した一例
� � 武蔵野赤十字病院救命救急センター　蕪木　友則
O28-5.� 保存的に治療し得た膵嚢胞を伴う3b 型膵外傷の １ 症例
� � 千葉県救急医療センター外傷治療科　三宅　建作
O28-6.� 外傷性膵損傷Ⅲb の １ 例－空腸漿膜パッチ追加 Letton-Wilson 法－
� � 和歌山県立医科大学救急集中治療医学講座　山添　真志

９ ：５0～１0：５0
一般口演2９
腹部外傷（肝）

� 座長：佐賀大学医学部救急医学講座　阪本雄一郎
O29-1.� 当院における肝損傷症例の検討
� � 健和会大手町病院外科　三宅　　亮



O29-2.� 当院で開腹手術を行った鈍的肝損傷53例の検討
� � 埼玉医科大学総合医療センター高度救命救急センター　大河原健人
O29-3.� 自動車運転時の事故による肝外傷の検討
� � 埼玉医科大学国際医療センター救命救急科　大谷　義孝
O29-4.� 当院における鋭的肝損傷症例の検討
� � 北九州市立八幡病院救命救急センター外科　木戸川秀生
O29-5.� 胸骨圧迫により肝左葉被膜下血腫を生じた一例
� � 慶應義塾大学医学部救急医学教室　渋沢　崇行
O29-6.� 肝損傷修復術後の腹腔内膿瘍がプレジェットにより遷延，十二指腸穿孔に至った一例
� � 兵庫医科大学救急・災害医学講座　小濱　圭祐
O29-7.� 肝硬変からの門脈圧亢進により TAE で止血出来ず予測外死亡を来した一例
� � 中頭病院外科　間山　泰晃

１0：５0～１１：30
一般口演30
腹部外傷（腸管・腸間膜）

� 座長：産業医科大学救急医学　真弓　俊彦
O30-1.� 当センターで診療した腹部管腔臓器および腸間膜損傷症例の検討
� � 岐阜大学医学部附属病院高度救命救急センター　加藤　久晶
O30-2.� 腸管・腸間膜損傷とシートベルト痕の関係
� � 東海大学医学部外科学系救命救急医学　守田　誠司
O30-3.� 当院における小腸単独損傷の傾向　経時的変化で開腹手術へ至った １ 症例の報告を加え
� � 埼玉医科大学国際医療センター救命救急科　小川　博史
O30-4.� 遅発性十二指腸損傷に対して内視鏡下 NBCA 注入による低侵襲治療が奏功した一例
� � 公立豊岡病院但馬救命救急センター　永嶋　　太
O30-5.� 病態の把握に難渋した腹部外傷の １ 例
� � 社会医療法人黎明会宇城総合病院外科　松田　貞士

１１：30～１2：00
一般口演3１
腹部外傷（その他）

� 座長：東京医科歯科大学医学部附属病院救命救急センター　加地　正人
O31-1.� 当院救命救急センターにおける diagnostic�peritoneal�lavage（DPL）の現状
� � 川口市立医療センター救命救急センター　小川　太志
O31-2.� 腹部外傷術後の難治性創部離開に対して VAC 療法を施行した １ 例
� � 東京女子医科大学救急医学　原田　知幸
O31-3.� ACS に対して open�abdomen�management を行わずに管理した三例
� � 福山市民病院救命救急センター　米花　伸彦
O31-4.� Open�abdominal�management 後に Wittmann�Patch を用いて閉腹を試みた ７ 例の検討
� � 済生会横浜市東部病院救命救急センター　廣江　成欧



１3：１0～１４：00
一般口演32
腹部外傷（泌尿器）

� 座長：兵庫県立加古川医療センター救命救急センター　当麻　美樹
O32-1.� 腎損傷に対する治療方針の検討
� � 東海大学医学部救命救急医学　野口　　航
O32-2.� 尿瘻を伴うも腎温存し得た腎外傷の １ 例
� � 日本医科大学付属病院高度救命救急センター　石井　浩統
O32-3.� 腹部多発外傷後の機能的単腎に対する尿管断裂の修復
� � 信州大学医学部泌尿器科　加藤　晴朗
O32-4.� 膀胱破裂の基礎疾患の検討
� � 沖縄県立中部病院泌尿器科　新垣　義孝
O32-5.� 沖縄県立中部病院における尿道損傷の検討
� � 沖縄県立中部病院泌尿器科　八木橋祐亮
O32-6.� 自傷による陰茎切断の ２ 例
� � 防衛医大病院救急部　寺山　毅郎

１４：00～１４：５0
一般口演33
多発外傷

� 座長：福岡大学医学部救命救急医学　石倉　宏恭
O33-1.� ドクターカー出動によって救命し得た多発外傷を伴う重症頭部・顔面外傷の １ 例
� � 足利赤十字病院救命救急センター　小川　理郎
O33-2.� 転院搬送し救命できた心肺停止の多発外傷の １ 例－ JATEC から学ぶべき初期評価と処置－
� � 公立陶生病院救急診療部　若松　　学
O33-3.� 重度頭部外傷を伴う，脊椎，骨盤，大腿骨骨折の治療について
� � 埼玉医科大学総合医療センター高度救命救急センター整形外科　花石源太郎
O33-4.� 外傷の重症度評価における NISS の有用性の検討
� � 順天堂大学医学部附属浦安病院整形外科　二村謙太郎
O33-5.� 多発外傷後に腰痛と血痰で発症した肺血栓塞栓症の一例
� � 市立砺波総合病院整形外科　金澤　芳光
O33-6.� 縮瞳と流涎により疑われたピレスロイド殺虫剤中毒を伴った墜落外傷の一例
� � 高知医療センター救命救急センター　野島　　剛

１４：５0～１５：４0
一般口演3４
外傷，その他

� 座長：近畿大学医学部救急医学・救命救急センター　村尾　佳則
O34-1.� 軽微な転倒による外傷性血気胸の超高齢者例
� � 関西医科大学枚方病院呼吸器外科　小延　俊文
O34-2.� 独歩で来院した腹部実質臓器損傷例の検討
� � 昭和大学病院総合診療部　佐々木　純
O34-3.� 病院前救護における， ６ m 未満からの墜落症例の重症化予測
� � 信州大学医学部附属病院高度救命救急センター　塚田　　恵



O34-4.� 脚立より墜落した症例の検討
� � 久留米大学病院高度救命救急センター　小牧　　哲
O34-5.� 過去10年間に当センターに搬送された脚立からの落下による外傷症例の検討
� � 千葉県救急医療センター藤芳　直彦
O34-6.� 当センターに搬送された脚立・ハシゴからの墜落外傷53症例の検討
� � さいたま赤十字病院救命救急センター救急医学科　早川　　桂

第 ５ 会場（ポスター会場：曄の間 / 薫の間）
１3：１0～１４：00

ポスター 7
骨盤外傷（ １ ）

� 座長：鹿児島市立病院救命救急センター　吉原　秀明
P7-1.� 骨盤骨折を契機に脳動脈瘤破裂をきたした １ 例
� � 大阪府立中河内救命救急センター　勝原　和博
P7-2.� 脳挫傷と骨盤骨折を含む多発外傷後に昏睡，肝不全と ARDS を来たしたが救命しえた １ 症例
� � 市立敦賀病院整形外科　朝田　尚宏
P7-3.� 頚髄損傷を合併した寛骨臼骨折の治療経験
� � 福山市民病院整形外科　小西　良一
P7-4.� 交通外傷により四肢麻痺を呈した患者へのリハビリテーション
� � 社会医療法人財団池友会福岡和白病院リハビリテーション科　藤本　　卓
P7-5.� 高齢者大腿骨近位部骨折保存的治療例の検討〜理学療法士の視点から〜
� � 社会医療法人共愛会戸畑共立病院リハビリテーション科　高崎　裕介
P7-6.� 無理な動作を契機に発症した，外傷性腸腰筋血腫の １ 例
� � 社会保険中京病院救急科　大西　伸也

１４：00～１４：４0
ポスター ８
骨盤外傷（ 2 ）

� 座長：日本医科大学総合診療センター　川井　　真
P8-1.� 重症骨盤骨折に対するガーゼパッキング施行例の検討
� � 松戸市立病院救命救急センター　庄古　知久
P8-2.� 開放骨盤輪骨折の小経験
� � 岡山赤十字病院整形外科　土井　　武
P8-3.� 広範なデグロービング損傷を伴った重症骨盤骨折によって心停止した一例
� � 栃木県済生会宇都宮病院救急診療科　藤井　公一
P8-4.� 電撃症に合併した骨盤骨折治療中に発生し，創閉鎖に難渋した仙骨部皮膚欠損の一例
� � 横浜市立大学附属市民総合医療センター高度救命救急センター　山本　　康
P8-5.� 当院における不安定型骨盤骨折に対する初期治療の検討－続報－
� � 山形県立中央病院整形外科　根本　信仁



１４：４0～１５：30
ポスター ９
特殊外傷，統計

� 座長：山梨県立中央病院救命救急センター　岩瀬　史明
P9-1.� �野生大型水陸両棲生物（Hippopotamus amphibius）による広範な腹部咬傷症例の治療経験
� � 三佼会宮崎病院　渥美　智晶
P9-2.� 救命できなかった出血源原不明の外傷性ショックの １ 例
� � 公立陶生病院救急診療部　大橋　寛史
P9-3.� 当センターに入院したスノーボード外傷の検討
� � 岐阜大学医学部附属病院高度救命救急センター　中野　志保
P9-4.� 適切な治療戦術によって救命できた超高齢者多発外傷の １ 例
� � 奈良県立医科大学医学部救急科　北岡　寛教
P9-5.� 宮城県における多数傷病者事案での医療チーム現場派遣の仕組みの確立
� � 東北大学病院高度救命救急センター　山内　　聡
P9-6.� 来院時の CT が参考になり，転倒をくり返したアルコール外傷剖検症例
� � 滋賀医科大学法医学講座　古川　智之
P9-7.� 当院救命救急センターにおける労災傷病者の実態
� � 川口市立医療センター救命救急センター　直江　康孝

１５：30～１６：20
ポスター１0
ヘリ搬送，統計

� 座長：福岡大学筑紫病院救急部　村田　厚夫
P10-1.� ドクターヘリにて救命しえたフォークリフト圧迫による腹腔内出血の一症例
� � 東海大学医学部救命救急医学　櫻井　馨士
P10-2.� 当科におけるヘリ搬送外傷症例の検討
� � 札幌徳洲会病院整形外科外傷センター　佐藤　和生
P10-3.� 民間ヘリコプターで搬送された外傷患者の解析
� � 社会医療法人財団池友会福岡和白病院救急部　冨岡　譲二
P10-4.� 震災前後における救急車搬送交通外傷患者の比較
� � 石巻赤十字病院救命救急センター　石橋　　悟
P10-5.� 理解しやすい鈍的外傷患者に対する予後予測法の検討
� � 和歌山県立医科大学救急集中治療医学講座　川副　　友
P10-6.� 当院に搬送された交通事故による自転車外傷の重症度分類
� � 獨協医科大学越谷病院救急医療科　五明佐也香


